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宮崎らしさを生かしたまちづくり①



宮崎らしさを生かしたまちづくり②

未来を創造する太陽都市「みやざき」

将来の都市像

地域に愛着をもち、新たな価値を共に創る

まちづくりの基本姿勢

市域の均衡ある発展と地域の特性を生かした
協働のまちづくり

災害に強いまちづくり

豊かな地域社会を築く地方創生の実現

まちづくりの基本的な考え方

地域の特性に合った
社会基盤が確保され

ているまち



市民の命を守る事業①

《島山地区複合型津波避難施設》
構 造 ：鉄筋コンクリート造 ３階建 収容人数４００人
総事業費：約１．８億円

一時避難場所の高さとして、３階がＧＬより９ｍ、屋上が１２ｍあるもので、
消防団車庫や集会室を兼ねた複合施設となる。

特定避難困難地区に指定
（宮崎市内３箇所）

宮崎市内の各地域ごとに
津波浸水想定状況等を調査

早急な津波避難施設の
建設を実施

複合型津波避難施設 １箇所
津波避難タワー ２箇所

平成２８年１月完成

複合型津波避難施設の整備



市民の命を守る事業②

平成２９年３月完成

《青島地域総合センター》
構 造 ：鉄筋コンクリート造 ３階建
総事業費：約１４．２億円

当該地域の老朽化した公共施設を一体的に集約して、１階に保育所、２階に地域
センター及び地区交流センター、３階に備蓄倉庫及び屋上避難所を整備している。

災害時の活動拠点の確保

複合型とし▲１．８億円経費節減

青島地域の「旧公共施設」

青島地域センター
青島保育所
青島児童センター
青島公民館

浸水想定区域

かつ

築３０年以上

複合型公共施設の整備



宮崎西ＩＣ（ ）周辺に
防災支援拠点として整備

市民の命を守る事業③

市郡医師会病院の移転支援

（概要）
平成３２年度完成予定
概算事業費：約３７億円

宮崎市の防災支援拠点を整備するため、
宮崎市郡医師会病院の移転新築を支援。
用地の買収や造成工事、道路や上下水
道等のインフラ整備を市が行う。

完成予想図



宮崎市の主な街路整備事業

昭和通線（小戸之橋架替え）整備事業

宮崎駅東通線整備事業【宮崎内環状線】

中心市街地をドーナツ状に囲む宮崎内環状線。
中心部への通過交通を分散させ､円滑な交通

の流れと快適な都市環境の確保を目指した整備
を行っている。

（概要）概算事業費：約99億円

総延長1,048ｍ、橋長506ｍ、
幅員16～19ｍで、7径間ポスト
テンション方式のＰＣ連続箱桁橋。

完成予想図

（2021年3月開通予定）

（概要）概算事業費：約76億円

総延長1,284ｍ、幅員27ｍの片側
2車線で、宮崎駅東部の交通ネット
ワークの形成および災害時の緊急
輸送道路としての機能を確保。



昭和通線（小戸之橋架替え）整備事業①

・架替え前の旧小戸之橋の状況

・新橋設置に向けた検討

・撤去を通じたイベントの取り組み

旧橋の様子

新橋設置に向けた検討会、ワーキング

小戸之橋さよならフェスティバルの様子



昭和通線（小戸之橋架替え）整備事業②

・橋に関する特別授業の実施

・リーフレットの作成

・はしづくり通じた「まちづくり」へ

特別授業の様子

直近の整備現況



宮崎駅東通線整備事業

西中工区

～2021年

２工区

～2023年

３工区

～2025年

・３つの工区に分けて事業認可を取得

・駅と港を結ぶシンボルロード（景観に配慮）

・地元の理解を得た、計画的な整備の促進

宮崎港

事業説明会の様子

《宮崎駅東通線整備の意義》
・海（宮崎港）と街（宮崎駅）を結ぶ緊急輸送道路・避難路「命をつなぐ道」
・２０２２年には、２隻のフェリーを新たに建造、就航を予定。
・宮崎駅東口周辺において、アリーナ建設を構想。

宮崎駅東口エリア

直近の整備現況



ご清聴ありがとうございました。

１１月８日の花は カランコエ
花ことばは《幸せを告げる》です。

「宮崎市版・３６５日誕生花」

１１月カレンダーより


